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Gear　sign PinionGear PinionGear pmionGear










































































































































































































































































































Gear　sign PinionGear PinionGear 　．　　　　　・olmonGear
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Pressure　angle　　　　αb145° 17．5° 20° 25° 27°
To伍l　n㎜ber　ofelements2490 2380 23802380 2380
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α0 ?? 4＊ ぴMPa ¢．MPa q以wMPa儒ノ班MMPa Wq花M ¢／σゾ石14
0 6，243 一7，740 6，237 一7．673 1，001 1，00945
5，683 3，054 一3．862 3，156 一3，886 0，968 0，994
60 0 6，149 一7，745 5，992 一7．544 1，026 1，025
27°
0 6，093 一7．768 6，223 一7．893 0，979 0，98490
5，672 3，305 4022 3，228 一4．065 1，024 0，990





?? 4＊ φMPa σMPa q／mイMPaσ班MMPaρq醐 σン戊働
14．5° 9，250 一9，820 9，085 一9，802 1，018 1，002
17．5° 8，359 一9，189 8，235 一9．284 1，015 0，990
20° 90 0 7，698 一8．689 7，505 一8．743 1，026 0，994
25° 6，492 一7．725 6，367 一8．046 1，020 0，960





































































































































































? ? ??? ????????? ?
で表される．ユニット1のクラス3は，ユニット2のクラス2の節点に対応しているので，
102
一
㈲一ぽ｝ （付10）
であり，式（付10）を利用して式（付9）に式（付6）を加えると，
????????
ニ
????????? ??????????
?
????????? ?????????? ?
?????
????????
（付11）
を得る．
　ユニット1から2への引き継ぎ（前進消去）と同様の手順を最終ユニットまで繰返すと，最
後のユニットNではその中に含まれる節点はすべてクラス1，2のみであり，その剛性方程式は，
これからこのユニットの節点変位が求まる．
ここで，
　　悟1｝一尾｝　　　　　　　　　　　（付13）
であるので，
像：畷擢：遷：｝一［豊鷺：r闘翻（付④
より，肝1ユニットの残りの節点変位が求められる．このような計算をユニット1まで繰返して
（後退代入），すべての未知節点変位を求めることができる．
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